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車内の和やかな雰囲気の中で食事を楽しむお客様

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
前
イ
ベ
ン
ト

―
飯
山
線
―  

走
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　

田
ん
ぼ
に
は
青
々
と
し
た
稲
が

風
に
な
び
く
6
月
21
日
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
長
野
支
社
の
協
力
を
得
て
、

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
前
イ

ベ
ン
ト
「
走
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
大
切
な
交
通
機
関
で

あ
り
、
観
光
資
源
と
し
て
も
魅
力

の
あ
る
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
沿
線
に
広

が
る
美
し
い
景
観
を
楽
し
み
な
が

ら
、
豊
富
な
食
材
が
も
た
ら
す
豊

か
な
食
文
化
を
堪
能
し
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
企
画
で
、
昨
年
の
初

夏
、
秋
に
続
く
3
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
い
い
や
ま
食
文
化
の
会
「
菜
の

花
」
の
皆
さ
ん
が
調
理
し
た
郷
土

料
理
が
配
膳
さ
れ
る
と
車
内
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
、
お
客
様

は
初
夏
の
北
信
州
を
味
覚
と
視
覚

で
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
野
沢
温
泉
外
湯
め
ぐ

り
と
散
策
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て

い
て
、森
宮
野
原
駅
で
折
り
返
し
、

途
中
上
境
駅
か
ら
バ
ス
で
野
沢
温

泉
村
に
到
着
し
た
一
行
は
、
温
泉

に
入
っ
た
り
、
振
る
舞
わ
れ
た
竹

の
子
汁
な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
お
客
様
は
、
こ
の
旅
で
信
越
自

然
郷
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を

提
供
さ
れ
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー

①【
替
佐
駅
】前
菜
三
種
盛
り（
え

ご
、
ア
ス
パ
ラ
、
う
ど
黄
身
酢
か

け
、
ふ
き
味
噌
海
苔
巻
な
ど
）

②
【
飯
山
駅
】
田
植
え
煮
物

③
【
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
】
天
ぷ
ら

（
レ
ン
コ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
し
め
じ

等
）、え
の
き
、み
ゆ
き
ポ
ー
ク
巻
、

ア
ス
パ
ラ
春
巻
き

④
【
西
大
滝
】
笹
ず
し
、
い
も
な

ま
す
、
漬
物
5
種
盛
（
白
瓜
粕
、

き
ゅ
う
り
辛
子
、
甘
酢
梅
、
大
根

醤
油
、
キ
ャ
ベ
ツ
人
参
巻
）

⑤
【
森
宮
野
原
駅
】
い
ち
ご
ゼ

リ
ー
、
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
（
さ
く

ら
ん
ぼ
）

野沢温泉の麻釜を見学する一行

心
安
ら
ぐ
信
越
自
然
郷
の
旅

　
心
温
ま
る
旬
の
料
理
で
お
も
て
な
し

堪
能
で
き
た
よ
う
で
す
。新緑の田園風景を見ながら

の田植煮物（右）やメイン
で出された笹ずし、いもなます（上）な
ど料理はたいへん好評でした。

6
月
29
日
、
飯
山
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
会
が
長
峰
運
動
公
園
駐
車
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
が
差
し
た
り
、
時
折
、
強
い

雨
が
降
っ
た
り
と
い
っ
た
、
選
手

た
ち
に
は
調
整
し
づ
ら
い
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
8
チ
ー
ム
と
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
9
チ
ー
ム
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
8
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
競
技
審

査
は
タ
イ
ム
と
規
律
な
ど
が
重
視

さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
の
き
ま
ぐ
れ

な
空
模
様
に
影
響
さ
れ
、
些
細
な

ミ
ス
に
よ
り
本
来
の
実
力
を
出
し

切
れ
な
い
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
の
分
団
も
見
事
な
操
法
を

披
露
し
、
飯
山
市
消
防
団
の
技
術

力
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
で
は
堂
々
と

奏
で
ら
れ
る
ラ
ッ
パ
の
音
色
に
各

分
団
の
団
結
力
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
中
盤
に
は
、
常
盤
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
も
披
露
さ
れ
、
8
名
の
小

学
生
消
防
ク
ラ
ブ
員
が
元
気
よ
く

放
水
を
行
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優　
勝　
第
６
分
団
（
外　
様
）

　
準
優
勝　
第
７
分
団
（
常　
盤
）

　
第
３
位　
第
４
分
団
（
瑞　
穂
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優　
勝　
第
３
分
団
（
木　
島
）

各
分
団
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
、
心
を
ひ
と
つ
に

 

飯
山
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
開
催

　
準
優
勝　
第
１
分
団
（
飯　
山
）

　
第
３
位　
第
７
分
団
（
常　
盤
）

番
員
賞
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

　
指
揮
者　
大
平
和
人
（
第
4
分
団
）

　
１
番
員　
春
日
祐
輝
（
第
６
分
団
）

　
２
番
員　
南
久
保
輝
彦（
第
６
分
団
）

　
３
番
員　
市
村
拓
也
（
第
６
分
団
）

　
４
番
員　
服
部　

拓
（
第
６
分
団
）

番
員
賞
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

　
指
揮
者　
高
橋
和
樹
（
第
３
分
団
）

　
１
番
員　
鈴
木
太
郎
（
第
３
分
団
）

　
２
番
員　
和
田
智
明
（
第
７
分
団
）

　
３
番
員　
島
田
拓
真
（
第
３
分
団
）

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　
優　
勝　
第
１
分
団
（
飯　
山
）

　
準
優
勝　
第
２
分
団
（
秋　
津
）

　
第
３
位　
第
７
分
団
（
常　
盤
）

ラ
ッ
パ
吹
奏
（
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
）

　
第
１
位　
仲
條
壮
一
（
第
１
分
団
）

　
第
１
位　
太
田
貴
晃
（
第
７
分
団
）

ポンプ車操法の部優勝の第 6分団の操法

ラッパ吹奏で優勝した第 1分団の演奏

常盤少年消防クラブによる操法

信
越
自
然
郷　
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
い
い
や
ま

〜
未
来
に
向
か
っ
て
歩
こ
う
〜 
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

7
月
8
日
、
公
民
館
講
堂
で

「
信
越
自
然
郷
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
い
い
や
ま
〜
未
来
に
向
か
っ
て

歩
こ
う
〜
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
北
陸
新

幹
線
飯
山
駅
の
開
業
を
控
え
、
健

康
増
進
、
介
護
予
防
の
意
識
づ
け

を
推
進
す
る
と
と
も
に
「
住
ん
で

よ
し
」「
訪
れ
て
よ
し
」
の
信
越

自
然
郷
の
魅
力
を
発
信
す
る
目

的
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
平
日

の
昼
間
に
も
関
わ
ら
ず
約
２
０
０

人
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
順

天
堂
大
学
大
学
院
白
澤
卓
二
教

授
が
「
長
寿
県
〝
長
野
〞
の
健
康

の
秘
密
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

さ
れ
、「
自
然
の
多
い
長
野
県
で

は
生
活
そ
の
も
の
が
健
康
づ
く
り

の
基
礎
を
作
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と

で
人
は
も
っ
と
健
康
に
な
っ
て
い

く
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
白
澤
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、「
運

動
」、「
伝
統
食
」「
自
然
」
を
テ
ー

マ
に
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
顧
問
の
岩
谷
力

先
生
と
飯
山
赤
十
字
病
院
の
古

川
賢
一
院
長
、
足
立
市
長
が
信
越

自
然
郷
な
ら
で
は
の
健
康
維
持
に

つ
い
て
意
見
発
表
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
信
越
自
然
郷
が
素
晴
ら

し
い
所
で
あ
る
こ
と
を
外
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住

む
人
々
が
健
康
で
長
生
き
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

白澤教授

足立市長

古川院長

岩谷先生
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飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会　
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内
線
３
３
９

飯
山
市
と
文
化
学
園
の
連
携
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

6
月
19
日
、
市
役
所
に
お
い
て

飯
山
市
と
文
化
学
園
（
東
京
都

渋
谷
区
）
と
の
連
携
協
定
書
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定

に
よ
り
文
化
や
教
育
な
ど
の
分
野

で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
発

展
や
人
材
育
成
を
共
に
目
指
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
学
園
は
、
上
町
出
身
で
飯

山
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
大
沼

淳
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
、
北
竜

湖
畔
に
は
研
修
施
設
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
調
印
に
訪
れ
た
同

学
園
の
浜
田
勝
宏
副
学
長
は

「
１
９
６
２
年
、
北
竜
湖
の
ほ
と
り

に
文
化
北
竜
湖
山
荘
を
開
設
し
て

か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
、
飯
山
市
全
域

で
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

国
外
に
目
を
向
け
た
学
習
も
重
要

で
あ
る
が
、
内
側
の
地
域
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
た
学
習
を
進
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
市
と
文
化
学
園
、
信

州
い
い
や
ま
観
光
局
に
よ
る
三
者

の
「
飯
山
市
に
お
け
る
地
域
資
源

の
魅
力
発
信
事
業
」
に
関
す
る
覚

書
に
も
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

足立市長（左）と浜田勝宏文化学園副学長（右）

半
世
紀
に
お
よ
ぶ
交
流
を
生
か
し
相
互
協
力
を

飯
山
市
長
選
挙
関
係
の
日
程
に
つ
い
て

　

飯
山
市
長
の
任
期
が
９
月
14
日

で
満
了
と
な
り
ま
す
。

　

飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

飯
山
市
長
選
挙
立
候
補
に
伴
う
日

程
等
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

　
こ
の
他
、
飯
山
市
長
選
挙
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
市
報
８
月
号
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

長
野
県
知
事
選
挙
投
票
日
は
８
月
10
日 

㈰ 

で
す

●
8
月
10
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
期
日　
7
月
25
日
㈮
〜
8
月
9
日
㈯

　
　
　
（
㈯
・
㈰
も
投
票
で
き
ま
す
）

・
時
間　
８
時
30
分
〜
20
時

・
場
所　
市
役
所
4
階
41
号
会
議
室

・
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

※
詳
し
く
は
本
号
と
一
緒
に
配
布
し

ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
立
候
補
手
続
説
明
会

　
　
８
月
12
日
㈫　
14
時
〜

　
　
（
会
場　
飯
山
市
役
所
）

■
届
出
事
前
審
査

　
　
８
月
25
日
㈪　
14
時
〜

　
　
（
会
場　
飯
山
市
役
所
）

■
市
長
選
挙
投
票
日

　
　
9
月
7
日
㈰

　

長
野
県
知
事
選
挙
は
8
月
10
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
、
今

後
の
県
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。棄
権
す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

深
圳
外
国
語
学
校
の
12
名
の
生
徒
が
飯
山
を
訪
れ
ま
し
た

平
成
24
年
に
友
好
交
流
を
結
ん
だ
中
国
深
圳
市
福
田
区
よ
り

　

6
月
26
日
、
飯
山
市
と
友
好

交
流
関
係
に
あ
る
中
華
人
民
共

和
国
深
圳
市
福
田
区
の
深
圳
外

国
語
学
校
の
12
名
の
生
徒
が
、
城

南
中
学
校
を
訪
れ
、
城
南
、
城
北

中
生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

深
圳
外
国
語
学
校
と
城
南
中

学
校
前
身
の
第
一
中
学
校
は
、
平

成
13
年
に
友
好
関
係
を
結
び
、
以

降
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
行
き
来
し

て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
城
南
中
学
校
で
は
歓

迎
会
が
行
わ
れ
、
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
や
縦
割
り
班
に
よ
る
合
唱

城南中学校に降り立った深圳外国語学校の生徒に
城南中学校生徒たちから温かなお出迎えが

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
城

南
、城
北
両
校
の
生
徒
会
長
が「
私

た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

深
圳
外
国
語
学
校
の
李
林
鍵

（
り 

り
ん
け
ん
）
君
は
「
自
分
の

日
本
語
が
通
じ
る
か
心
配
だ
が
勇

気
を
持
っ
て
皆
さ
ん
と
交
流
し
、

友
達
に
な
り
た
い
。」
と
丁
寧
な

日
本
語
で
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

12
名
の
生
徒
た
ち
は
２
泊
３
日

の
行
程
で
市
内
等
を
回
り
、
友
好

を
深
め
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

～市民みんなでおもてなし～　「新幹線駅に菜の花を咲かせよう !」里親を募集します

　新幹線開業イベント実行委員会では、来年春の新幹
線飯山駅開業に向けた市民総参加のおもてなし事業と
して、開業時の新飯山駅を「菜の花」でいっぱいにす
るためのプランターを育てていただける「菜の花の里
親」を募集します。
　黄色に色づく菜の花と、新幹線の開業の両方を心待
ちにできる、すてきなイベントに参加してみませんか。

まちづくり課 まち並整備係　☎ 62-3111 内線 243.244

■申込方法
　本号と一緒に配布したチラシの申込書に住所・氏名・
　電話番号を記載の上、郵送・ファックス・電子メー
　ル、または直接市役所まで提出してください。
■募集里親数：約 500軒（1軒 1プランター）
■募集締切り：8月 31日 ( 日 )
■里親管理期間：平成 26年 9月～平成 27年 3月
■参加料：無料
※詳細は、折り込みチラシ、市ホームページをご覧く
ださい。

年・月
2014年 2015年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
開業まで 200日180日 150日 100日 50日 0日

★ ★ ★外で育てよう 室内で育てよう

種まき～株の生育 茎の伸長～開花ZZZ・・・菜の花

里親

新幹線駅前でプラ
ンターに種まき !
家に持ち帰ろう !

雪の中からプランターを
掘り出そう !

咲いた菜の花プランター
を新幹線駅にかざろう !

　
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　
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第
1
回
飯
山
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
開
催

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
、
家

庭
や
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
鑑
み
、
子
ど
も
や
保
護
者

に
必
要
な
支
援
を
行
い
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
が

来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」を
策
定
す
る
た
め
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
携

わ
っ
て
い
る
方
や
、
子
育
て
中
の

方
な
ど
の
意
見
を
聴
く
場
と
し
て

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
30
日
、
市
役
所
で
第
1

回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
が
開
催

さ
れ
、
委
嘱
書
の
交
付
や
会
長
、

副
会
長
の
選
出
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

○
会　
長　
吉
田
正
紀

　
（
飯
山
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）

○
副
会
長　
田
中
好
一

　
　
　
　
　
　

  （
飯
山
市
校
長
会
）

　
常
田
紀
子（
公
立
保
育
園
保
護
者
会
）

　
木
村　
弓（
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
渡
辺
め
ぐ
み （
私
立
保
育
園
保
護
者
会
）

　
佐
々
木
真
吾 

（
飯
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

　
坂
東
武
文 

（
飯
山
商
工
会
議
所
）

　
丸
山
克
幸 

（
連
合
長
野
高
水
地
域
協
議
会
）

　
森
山
直
明 

（
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
高
橋
春
子
（
飯
山
市
保
育
園
連
盟
）

　
服
部
泰
代
（
私
立
幼
稚
園
）

　
髙
橋
由
美
子 

（
私
立
保
育
園
）

　
小
野
澤
次
子 

（
飯
山
市
主
任
児
童
委
員
会
）

　
坂
和
泰
二 

（
公
募
委
員
）

　
横
村
由
里
子 

（
公
募
委
員
）

　
佐
藤
幸
成
（
公
募
委
員
）

※
市
教
育
部
長
、
民
生
部
長
、

保
健
福
祉
課
長
も
委
員
と
し
て

会
議
に
参
加
し
ま
す
。

が
ん
ば
れ
！
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
選
手

　

7
月
８
日
、
同
月
末
か
ら
山

梨
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大

会
に
出
場
す
る
飯
山
市
出
身
の
山

﨑
光
選
手
（
長
野
日
大
高
３
年
）、

石
澤
崇
紀
選
手
（
長
野
日
大
高
２

年
）
と
飯
山
北
高
３
年
の
大
庭
直

也
選
手
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

足
立
市
長
は
「
全
国
大
会
出

場
の
経
験
は
今
後
の
競
技
生
活
だ

け
で
は
な
く
人
生
に
活
か
さ
れ
る

は
ず
。
緊
張
せ
ず
に
普
段
通
り
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

山
﨑
選
手
は
５
０
０
０
㍍
走
、

4

　新幹線開業まであと
わずか。飯山市の農畜
産物、食文化などの資
源を活かし〝おいしい
ものの宝庫「飯山」〟を
イメージしたオリジナ
ル駅弁を募集します。
■応募資格　飯山市内の個人、グループ団体、プロ、アマ、
　　　　　　性別に制限はありません。
■部　　門　一般の部、小中学生の部
■応募締切　８月 25日（月）
　・第１次審査　９月１日（月）（書類審査）
　・第２次審査　９月 27日（土）（審査員による審査）
■応募用紙　本号と一緒に配布しましたチラシをご覧ください。
■お問い合わせ　北陸新幹線飯山駅オリジナル駅弁コンテスト実
　　　　　　行委員会　（商工観光課内）

北陸新幹線飯山駅オリジナル駅弁コンテスト
を開催します

 商工観光課 商工係　☎ 62-3111 内線 211

手前左から山﨑光選手、石澤崇紀選手、大庭直也選手

石
澤
選
手
は
１
５
０
０
㍍
走
、
大

庭
選
手
は
円
盤
投
げ
に
出
場
し
上

位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。
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飯山中心市街地

いいやま灯篭まつり実行委員会事務局（商工観光課内）☎ 62-3111 内線 213 いいやま灯篭まつり 検 索

いいやま灯篭まつり ８月9日㊏ 開催

　

昭
和
29
年
、
県
下
13
番
目
の
市

と
し
て
飯
山
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、

今
年
で
60
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
市
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯

と
い
う
自
然
条
件
で
あ
り
な
が
ら
、

厳
し
く
も
豊
か
な
自
然
を
活
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
即
し
た

産
業
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
間
近
に
控
え
た
新
幹
線

開
業
を
前
に
、
こ
れ
か
ら
も
輝
き

続
け
る
市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
飯
山
市
が
誕
生
し
た
8

月
1
日
に
市
制
施
行
60
周
年
記
念

式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

昭和 29年に行われた合併祝賀会の様子

　
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係　
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■開催日時　8月 1日（金）
　　　　　　13時～ 16時
■開催場所　飯山市民会館ホール
■開催内容
　・オープニングセレモニー
　　　　　　　（みゆき野吹奏楽団の演奏）
　・記念式典
　・60年の歩み（ビデオ上映）
　・アトラクション（五束太々神楽）
　・記念講演会
　　「飯山で生まれ育って思うこと」
　　　　文化学園理事長　大沼 淳　様
　　　　　　　　　　（飯山市名誉市民）

　「動」と「静」の二部構成で開催される「いいやま灯篭まつり」。
　今年は「未来を照らせこの灯り」と題し、新幹線飯山駅開業への想いと、震災復興への応援メッセージを発
信します。多くの皆様に作成していただいた灯篭が、明日へと続く光の道しるべのようにまちを彩ります。そ
の他にも多くのイベントを企画し、皆さんのご来場をお待ちしています。

●開会セレモニー　
● IIYAMA DANCE FES!!　 
　各チームオリジナルダンスでまつりを盛り上げ、
   いいやまから元気を発信しよう！

16:00 ～ 18:30動 ―いいやまから元気を発信！―

【灯篭演出会場】
　上町（中央幼稚園前）　本町（ぶらり広場）
　肴町（本町交差点～坂上交差点）
　仲町（仲町ポケットパーク） 飯山城址城門
　愛宕町（妙専寺）　銀座柳通り
　高橋まゆみ人形館　飯山復活教会

―灯篭が灯り、癒しの演奏が始まる―静 18:30 ～ 21:00

灯籠まつり灯籠まつり

・癒しの演奏
　二胡（演奏：野田裕子）【本町会場　飯山城城門】
　法竹（演奏：遠藤健二）【本町会場　飯山城城門】
・彩（あやなし）パフォーマンス　【本町会場】
・ちぎり絵展示【空楽】
・飯山華道会大型生花【妙専寺・飯山城城門】
・灯篭スタンプラリー
・各出店ブース
・高橋まゆみ人形館夜間開館（20:30 まで）

北陸新幹線飯山駅
プロジェクションマッピング

北陸新幹線飯山駅開業 200 日前イベント

　2015 年春北陸新幹線飯山駅開業に向け、飯山駅の知名
度を向上させることと、また悲願であった新幹線開業を市
民自らの手で盛り上げていくため、開業 200日前の 2014
年夏、他には例のない注目度の高いＰＲイベントとして “新
駅での３Ｄプロジェクションマッピング ”を開催します。
　山岳高原リゾート信越自然郷の強みである観光資源や新
幹線にまつわる歴史ロマン等を、音と３Ｄプロジェクショ
ンマッピング技術により新駅舎へ投射し、皆さんを異次元

空間へ誘います。１回の上映時間は 10分程度で、5回上映
します。
■投射時間　19:30 ～ 21:00
■投射規模 　・日本最大級のプロジェクションマッピング
　　　　　　　　（駅中央部　幅 120m×高さ 25ｍ）
　　　　　　  ・ライティング　左右ホーム部
　　　　　　  ・駅舎全体 312ｍを光で演出
※会場周辺に駐車場はございませんので、公民館、市役所周
　辺の駐車場をご利用ください。

　北陸新幹線飯山駅開業イベント実行委員会（企画財政課内）☎ 62-3111 内線 394

※投影イメージ図

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

同
事
業
は
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
お
知
ら
せ

て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
遺
族
会

事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
前
イ
ベ
ン
ト

　
９
月
28
日
㈰
に
北
信
州
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
、
昨
年
よ
り
も
多
い
、
約

２
２
０
０
人
の
申
込
み
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
市
内
各
地
で

交
通
規
制
を
行
う
た
め
、
皆
さ
ま

に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
交
通
規
制
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
８
月
に
配
布
し
ま
す
。）

　

実
行
委
員
会
で
は
、
大
会
当
日

に
、「
給
水
所
」
や
飯
山
駅
付
近

の
「
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
」
で
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
２
回 

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

　
　

 　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 
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内
線
３
５
３・３
５
４第 1回大会もたくさんのボランティア

の方に支えられた大会でした。

日
本
遺
族
会
事
務
局 

☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１

飯
山
市
生
誕
60
周
年

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

灯籠まつり

プロジェクト
　新幹線飯山駅開業に向けた想い
や震災復興への祈りを灯篭に込め、

まちなかを優しいあかりで包みます。
　現在、お手伝いしていただける方を募集し
ています。詳しくはホームページをご覧いた
だくか実行委員会までお問い合わせくだい。

８月15日㊎開催 
新幹線飯山駅前

　

ま
た
、
当
日
は
、
県
内
お
よ
び

日
本
各
地
か
ら
訪
れ
る
ラ
ン
ナ
ー

の
皆
さ
ん
に
、
沿
道
か
ら
熱
い
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日　
９
月
28
日
㈰　

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ー
ト

　
８
時
30
分（
野
沢
温
泉
村
役
場
）

　
10
㌔
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ー
ト

　
８
時
50
分
（
木
島
平
村
役
場
）

　
（
飯
山
で
の
交
通
規
制
解
除
11
時
）
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　市民の皆さんによる「寄せ植
え」や「ハンギング」などで、
愛宕町雁木通りを華やかに演出
するいいやま花フェスタ「寺町
花街道」が、今年も 10 月 4 日
（土）、5日（日）に開催されます。
　当日は、さまざまな花のブー
ス展示とあわせ、音楽祭や体験
など各種イベントが開催されま
す。家族やお友達などお誘いあ
わせのうえお出かけください。

10月4日㊏～5日㊐ 愛宕町雁木通り
いいやま花フェスタ実行委員会（まちづくり課内）☎ 62-3111 内線 243 いいやま花フェスタ 検 索

第 14回 いいやま花フェスタ

1010 44 5 愛宕町雁木通り愛宕町雁木通り

第 14回 いいやま花フェスタ第 14回 いいやま花フェスタ

1010 愛宕町雁木通り愛宕町雁木通り

夜は花々がライトアップされ
幻想的な雰囲気を演出します

　　　　　　　　　　　　　　

　

愛
宕
町
雁
木
通
り
の
「
い
い
や

ま
食
の
町
屋
」
は
、
町
屋
の
趣
を

活
か
し
た
食
の
情
報
発
信
と
な

る
魅
力
あ
る
店
づ
く
り
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
、
店
舗
経
営
計
画

と
建
築
設
計
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
市
と
運
営
事
業
者
の

間
で
、
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
建
築
コ
ス
ト
の
高
騰

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

町
屋
と
食
で
に
ぎ
わ
い
創
出
「
い
い
や
ま
食
の
町
屋
」

な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り
、こ
の
度
、

着
工
を
今
秋
、
開
店
時
期
を
来

春
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
店
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
皆
様
や
訪
れ
た
方
々
に
親
し
ま

れ
、
新
幹
線
開
業
効
果
を
生
み

出
す
食
の
拠
点
整
備
推
進
に
対

す
る
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

景
観
審
議
会
公
募
委
員
募
集

　
お
よ
び
景
観
計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

花の寄せ植えやハンキング作品などの
　　　　　　　　　　　出展者を募集します
　花フェスタに出品いただける、寄せ植えやハンギ
ングを募集します。団
体やグループをはじ
め、個人の方の出品を
お待ちしております。
　詳しくは飯山市
ホームページをご覧
ください。

会場の演出にご協力ください

応募締切：9 月 12日（金）

　
ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

　

飯
山
市
は
、
新
幹
線
飯
山
駅

開
業
を
契
機
に
い
っ
そ
う
良
好
な

景
観
を
創
出
す
る
た
め
、
8
月

1
日
よ
り
景
観
法
に
基
づ
く
景

観
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

景
観
行
政
団
体
に
移
行
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
10
月
か
ら
は
現
在
策

定
中
の
景
観
計
画
を
施
行
し
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

●
景
観
審
議
会
の
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

飯
山
市
の
景
観
づ
く
り
に
関

す
る
重
要
な
事
項
を
調
査
審
議

す
る
た
め
に
設
置
す
る
景
観
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
2
名

■
応
募
期
間　
7
月
31
日
㈭
ま
で

■
任　
期　
平
成
26
年
8
月
か
ら

               

2
年
間

■
報
酬
等  

市
規
定
に
よ
り
支
払
い

●
景
観
計
画
（
案
）
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
期
間　
8
月
8
日
㈮
ま
で

■
計
画
案
の
閲
覧
場
所

　
ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
飯
山
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

【随時募集団地・戸数】
  ●水上団地（曙町）　2戸　●戸狩住宅　 1戸
【申込用紙配布・募集受付期間】（土日祝祭日を除く）
　7月 25日（金）から（受付時間 8:30～17:15）
   ※当分の間受付し、定員になり次第締め切ります。
【随時募集中の団地・戸数】
  ●神明ヶ丘若者住宅（奈良沢）　1戸
※申込方法、入居資格等、詳しくはいいやま住んでみ
　ません課までお問い合わせください。

市営住宅入居者募集
 いいやま住んでみません課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252

　
７
月
の
ご
み
減
量
推
進
月
間
に

併
せ
、
資
源
物
の
休
日
回
収
を
実

施
し
ま
す
。

　

普
段
は
つ
い
未
分
別
で
出
し
て

し
ま
い
が
ち
な
資
源
物
も
こ
の
機

会
に
分
別
を
積
極
的
に
行
い
、
資

源
物
の
有
効
利
用
と
ご
み
減
量
の

推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
回
収
日　
7
月
27
日
㈰

■
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

市
役
所
正
面
駐
車
場

（
※
小
型
家
電
の
み
市
役
所
第
3

資
源
物
休
日
回
収
の
実
施
に
つ
い
て

　
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
２

駐
車
場
）

■
回
収
す
る
も
の

○
古
紙
（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン

　

ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・
そ
の

　
他
古
紙
）

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　
　
　
　
　

○
ガ
ラ
ス
び
ん
（
無
色
・
茶
色
・

　
そ
の
他
）

○
古
着
（
中
綿・羽
毛
等
が
入
っ

　
て
い
る
も
の
や
ナ
イ
ロ
ン
製

　
品
は
対
象
外
）

○
廃
食
用
油

○
使
用
済
み
小
型
家
電（
テ
レ
ビ・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
は

対
象
外
）

■
そ
の
他　
分
別
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
す
方
法
と
同
じ
で
す
。
市

役
所
正
面
玄
関
へ
直
接
持
ち
込
ん

で
下
さ
い
。
回
収
は
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
下
さ
い
。
小
型
家
電
は

対
象
と
な
る
品
目
を
箱
等
に
入
れ

ず
に
本
体
の
み
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
本
号
と
一
緒
に
配

布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
商
工
観
光
課 

商
工
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
地

区
に
お
い
て
、
商
業
施
設
等
を
新

設
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
優
遇

措
置
を
設
け
ま
し
た
。

　

対
象
事
業
者
に
認
定
さ
れ
る

と
条
例
に
定
め
る
期
間
に
限
り
、

下
表
の
と
お
り
優
遇
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
認
定
申
請

優
遇
措
置
を
受
け
る
場
合
は
あ
ら

か
じ
め
認
定
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
区
域

市
都
市
計
画
事
業
新
幹
線
飯
山
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
区
域

お
よ
び
当
該
区
域
に
接
す
る
土
地
。

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
商
業
施
設
等
立
地
優
遇
措
置
の
ご
案
内

■
対
象
と
な
る
商
業
施
設
等　

小
売
店
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
、
ホ

テ
ル
、
旅
館
、
そ
の
他
市
長
が
認

め
た
施
設

■
認
定
の
要
件

⑴
駅
周
辺
に
お
い
て
１
５
０
０
平

方
㍍
以
上
の
土
地
を
活
用
し
商
業

施
設
等
を
新
設
す
る
も
の
。

⑵
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
（
見

込
含
）
を
従
業
員
と
し
て
1
人
以

上
、
常
時
雇
用
す
る
こ
と
。

○
申
請
方
法
は
飯
山
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
商
工
観
光
課
商
工
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区分
活用形態 市有地の賃貸料 家屋および償却資産に係る

固定資産税及び都市計画税

市有地のみを活
用する場合

貸付契約の日か
ら 10年間無償

新たに固定資産税等が課さ
れることとなった年度から
10年間課税免除

市有地および民
有地を一体的に
活用する場合

貸付契約の日か
ら３年間無償 新たに固定資産税等が課さ

れることとなった年度から
３年間課税免除民有地のみを活

用する場合

（下表）優遇措置

 千曲川河畔納涼花火大会
    交通規制のお知らせ

　8月 14 日㈭に開催となります千曲川納涼花火大会の規制区
間が、中央橋架け替え・国道 117 号線の嵩上げ・県道 403 号
線の道路改良工事に伴い、昨年から変更となります。ご不便
をおかけしますがご理解とご協力をお願いいたします。

 千曲川河畔納涼花火大会実行委員会（商工会議所内） ☎ 62-2162

千曲川

飯山市役所

国道 117号 中央橋西

裁判所

福寿町

商工会議所
飯山小学校

城址公園

中央橋

上町東

観覧席

中央橋の工事に伴う
全面通行止区間

花火大会開催に伴う
交通規制区間

観覧席

N

市
役
所
5
階
食
堂
「
ふ
じ
味
」

　
信
州
食
育
発
信 

３
つ
の
星
レ
ス
ト
ラ
ン
に
登
録

　

県
で
は
、
食
育
を
総
合
的
に
取

り
組
む
飲
食
店
を
「
信
州
食
育

発
信
３
つ
の
星
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に

登
録
し
食
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
5
階
食
堂
の
「
ふ
じ

味
」（
藤
澤
広
店
長
）が
こ
の
た
び
、

そ
の
登
録

と
な
り
7

月
2
日
、

登
録
店
プ

レ
ー
ト
の

交
付
式
が

同
店
で
行

わ
れ
ま
し

た
。

　

健
康
づ
く
り
に
配
慮
し
た
メ

ニ
ュ
ー
や
郷
土
食
を
提
供
し
、
健

康
づ
く
り
や
地
域
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
な
ど
が
登
録

の
要
件
で
、
市
内
で
は
「
そ
ば
処

幸
輪
」、「
レ
ス
ト
ラ
ン
ビ
ア
ン
」、

「
イ
ナ
リ
食
堂
」
に
次
ぐ
登
録
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
の
食
堂
は
市
民
の
皆
さ

ん
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
営

業
時
間
は
11
時
30
分
か
ら
13
時

30
分
で
す
。

写真左から加藤北信保健福祉事務所長、
「ふじ味」藤澤広店長、足立市長
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医
療
費
の
自
己
負
担
を
低
減
す
る

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

市
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
て
病
院
・
調

剤
薬
局
に
提
示
す
る
と
、
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
限
度

額(

別
表)

以
内
に
で
き
ま
す
。

入
院
や
、
継
続
し
た
通
院
・
投
薬

で
医
療
費
が
か
さ
む
場
合
に
便
利

な
制
度
で
す
。

　
※
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
保

険
診
療
分
に
限
り
ま
す
。文
書
代
、

食
事
代
、
個
室
・
寝
巻
の
使
用
料

な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

８
月
は
更
新
時
期
で
す

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で

も
、
８
月
以
降
も
引
き
続
き
必
要

な
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て

交
付
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

交
付
申
請
に
つ
い
て

　
以
下
の
持
ち
物
を
ご
用

意
い
た
だ
き
、
市
役
所
の

国
保
年
金
係
窓
口
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証　
　

②
印
鑑　

③
本
人
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

④
以
前
交
付
さ
れ
て
い
た
「
認
定

　

証
」（
更
新
の
場
合
）

 

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
の
70
歳
未
満
の
方
が
対
象

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

住民税課税世帯
※上位所得者

150,000 円＋（総医療費
ー 500,000 円）× 1％

住民税課税世帯
一　　般

80,100 円＋（総医療費
ー 267,000 円）×１％

住民税
非課税世帯 35,400 円

（別表）１か月の自己負担限度額

※被保険者全員の国保税基礎控除後の総所得金額が 600万円を超える世帯

　
市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

入
院
お
よ
び
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
る
と
き
に
、
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
分
や
食
事
代
な

ど
を
減
額
さ
れ
た
額
で
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

【
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
減
額
認
定
証
も
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま

す
。
引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る

方
に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
証
と
一
緒
に
７
月
24
日
以

降
に
郵
送
し
ま
す
。

【
新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
場
合
】

　

新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
市

民
環
境
課
で
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。（【
持
ち
物
】・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
・
印
鑑
・
免
許

証
な
ど
申
請
さ
れ
る
方
の
身
分
証
明

と
な
る
も
の
）

【
交
付
対
象
と
な
る
方
】

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　平成 26年度の住民税課税所得額が 145
万円以上の被保険者の方と、その方と同一
世帯の被保険者の方

医療費の自己負担割合

◇被保険者全員の平成 26年度の住民税課
　税所得額が 145万円未満の方　
◇平成 26年度の住民税課税所得額は 145
　万円以上であるが下記に該当する方
　（申請手続きが必要になります。）
①被保険者が複数いる世帯で、被保険者の
　方の収入合計額が 520万円未満の方
②被保険者１名の世帯で、ご自身の収入額
　が 383万円未満の方　　　　　
③被保険者１名の世帯で、ご自身の収入額
　は 383万円を超えているが、同一世帯の
　70歳から 74歳の方の収入額を含めた収
　入合計額が 520万円未満の方

【
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
7

月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
の

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
24
日
以

降
に
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
封
筒
に
て
郵
送
し
ま

す
。

【
新
し
い
保
険
証
は
橙
色
】

　

新
し
い
保
険
証
は
橙
（
だ
い
だ

い
）
色
で
、
有
効
期
限
は
平
成
27

年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
い
た
だ

き
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
保

険
証
は
、
必
ず
ご
自
身
で
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
】

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は

平
成
25
年
中
の
収
入
な
ど
に
基
づ

き
、左
表
の
と
お
り
判
定
し
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
に
、
判
定
に
係

る
収
入
額
や
世
帯
員
の
構
成
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し

直
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
保
険
証
の
有
効
期
限

内
で
あ
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
古
い

保
険
証
は
使
用
し
な
い
で
、
市
民

環
境
課
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
８
月
か
ら
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

に
つ
い
て

負担割合が「3割」となる方

負担割合が「1割」となる方

見 本

見 本

【
防
除
剤
】

ビ
ー
ム
エ
イ
ト
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ
ル

【
防
除
中
止
条
件
】

①
防
除
対
象
水
田
周
囲
水
平
方

向
30
㍍
以
内
に
他
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
は
建
物（
小

中
学
校
、
保
育
園
等
）
が
あ
る

場
合

②
風
速
が
３
㍍
以
上
に
な
っ
た

場
合
は
一
旦
休
止
、
そ
の
後
も

同
風
速
の
状
態
が
続
く
場
合

【
防
除
中
の
注
意
事
項
】

▽
散
布
農
薬
が
家
の
中
等
に
入

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
飲
み
水
や
水
源
な
ど
は
覆
い

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
干
し
物
は
片
づ
け
、
自
動
車

は
車
庫
等
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

▽
通
学
・
通
園
の
際
は
学
校
・

保
育
園
の
指
示
に
従
い
、
防
除

中
は
外
に
出
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
畜
舎
、
蜜
蜂
飼
育
等
危
被
害

防
止
対
策
を
行
い
、
牧
草
等
は

１
週
間
以
上
お
い
て
家
畜
に
与

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
防

除
の
た
め
、
朝
５
時
か
ら
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
空
中

防
除
を
行
い
ま
す
。

【
各
地
区
の
日
程
】

・
７
月
30
日
㈬　
柳
原

・
７
月
31
日
㈭　
秋
津
・
木
島　

 

・
８
月
1
日
㈮　
瑞
穂

・
８
月
５
日
㈫　
常
盤

・
８
月
7
日
㈭　
太
田

・
８
月
８
日
㈮　
外
様

・
８
月
11
日
㈪　
岡
山

・
８
月
18
日
㈪　
柳
原

・
8
月
22
日
㈮　
岡
山

農
薬
の
空
中
防
除
の
お
知
ら
せ

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合　
☎
62
５
６
０
０

事 業 名 申 請 者

戸狩ふれあいアート展 戸狩ふれあいアート展実行委
員会

「信越自然郷」9市町村交流
野球フェスタ

「信越自然郷」9市町村交流
野球フェスタ実行委員会

外様地区有害鳥獣捕獲によ
る耕作意欲向上事業 外様地区集落捕獲隊

矢落ヶ池公園管理運営事業 矢落ヶ池公園管理運営委員会

飯山おお空開発事業 上野航空研究会

瑞穂グラウンド防球ネット
設置事業 瑞穂公民館

エコリゾート斑尾
ガーデンプロジェクト

エコリゾート斑尾ガーデンプ
ロジェクト実行委員会

（仮題）「富倉の里」写真集
発刊事業 富倉区長会

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
、

自
ら
考
え
行
う
事
業
に
対
し
、「
輝

く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」
を
交
付

し
、
こ
れ
ま
で
44
件
の
「
ふ
る
さ

と
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
活

動
」
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

6
月
6
日
に
行
わ
れ
た
市
の

選
定
委
員
会
に
お
い

て
内
容
を
審
査
し
た

結
果
、
今
年
度
は
一

次
募
集
で
下
記
の
8

事
業
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」
採
択
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

「輝く地域づくり支援金」一次募集分採択事業

　

災
害
対
策
基
本
法
と
飯
山
市

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防

災
関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
相

互
に
連
携
し
、
各
種
の
防
災
訓

練
を
総
合
的
に
実
施
し
、
有
事

に
際
し
て
即
応
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
広
く
防

災
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
飯
山
市
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
各
種
体
験
や

飯
山
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
９

住
民
参
加
の
訓
練
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
災
害
発
生
時
に
慌
て

る
こ
と
の
な
い
よ
う
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

8
月
23
日
㈯　
　
　

　
　
　
朝
6
時
50
分
〜
10
時
頃

（
防
災
無
線
で
緊
急
地
震
速
報

が
流
れ
ま
す
。）

■
会
場　
外
様
地
区

　
外
様
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
周
辺

■
主
催　
飯
山
市

■
住
民
参
加
訓
練
等

・ 

避
難
退
避
訓
練
、
安
否
確
認

・ 

煙
中
体
験
訓
練

・ 

集
団
救
急
・
救
護
訓
練

・ 

飲
料
水
確
保
訓
練

・ 

消
火
器
取
り
扱
い
訓
練 

な
ど

　

国
で
は
各
集
落
内
の
水
路
や
農

道
な
ど
の
維
持
管
理
お
よ
び
環
境

保
全
を
目
的
に
、
集
落
単
位
な
ど

で
こ
れ
ら
の
活
動
に
取
り
組
む
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
「
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
（
旧
名
称
：
農
地･

水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
）」
制

度
を
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
交
付
金
を
受
け
る
た
め
に

は
集
落
な
ど
で
組
織
を
つ
く
り
、

農
林
課 

耕
地
林
務
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
５

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
制
度
に

　
　

新
た
に
取
り
組
む
組
織
を
募
集
し
ま
す

傷
ん
だ
水
路
や
農
道
の
補
修
を

行
っ
た
り
、
環
境
活
動
な
ど
一
定

の
取
り
組
み
を
4
年
間
継
続
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
平
成
27
年
度
よ
り
こ
の

交
付
金
制
度
を
活
用
す
る
組
織

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
集
落
や
詳

細
を
確
認
し
た
い
方
は
期
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　
8
月
29
日
㈮
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
、

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方

（
提
供
会
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員

と
し
て
登
録
し
、
子
育
て
の
相
互

援
助
活
動
を
有
償
で
行
う
会
員

組
織
で
す
。
現
在
約
50
名
の
会

員
が
お
り
、
児
童
の
送
迎
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

【
主
な
相
互
援
助
活
動
】

　
保
育
園
等
な
ど
へ
の
送
迎
や
時

間
外
の
児
童
の
預
か
り
。
通
院
や

社
会
的
活
動
等
へ
参
加
時
の
児
童

の
預
か
り　
な
ど

【
会
員
の
種
類
】

・
依
頼
会
員

　
生
後
３
カ
月
か
ら
12
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方

・
提
供
会
員

　

自
宅
で
の
育
児
が
可
能
な
方

で
、
事
前
講
習
を
修
了
し
た
方

ま
た
は
保
育
士
資
格
の
あ
る
方

・
両
方
会
員

　
依
頼
・
提
供
の
両
方
を
さ
れ
る
方

【
入 

会 

金
】　
１
０
０
０
円

【
利
用
料
金
】　

・
基
本
時
間
内　
６
０
０
円
／
１
時
間

・
基
本
時
間
外　
７
０
０
円
／
１
時
間

・
送　
迎　
別
途
加
算
料
金
が
必
要

※
基
本
時
間

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
７
時
か

ら
19
時
ま
で

会
員
同
士
で
子
育
て
の
助
け
合
い

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３・３
６
４

飯
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
内
）　
☎
62
５
０
９
１

ファミリー・サポ
ート・センター

依頼会員
（両方会員）

提供会員
（両方会員）

① 援助の申込 ② 援助の依頼

③ 事前打ち合わせ

⑥ 活動の報告

④ 援 助 活 動
⑤ 報酬の支払い

ファミリー・サポート・センターのしくみ

　楽しいマリンレジャーシーズンですが、ちょっとした不
注意が命に係る事故につながる危険があります。安全に楽
しむために次のことに留意してください。

海で安全に楽しむために
―海上保安庁からお願い―

●自己救命策の確保　３つの基本！
　①ライフジャケット等の常時着用
　②防水パック入り携帯電話の携行
　③海の「もしも」は１１８番
●海水浴での一般的な注意事項
　・強風、波浪の高いときは遊泳しない！
　・遊泳区域で泳ぐ！
　・子供だけの遊泳はさせない！保護者は子供から目を離
　　さない！
　・お酒を飲んだら泳がない！

広
告
コ
ー
ナ
ー

　今年の「斑尾ジャズ」は北陸新幹線飯山駅開業記念プレ
イベントとして、全国から 22 バンド約 320 名の演奏家が
野外ジャズの聖地・斑尾に集結します。
　入場料は無料です。伝説のステージをお楽しみください。
■日程　8月 23日 ( 土 )・24日 ( 日 )　10:00 ～ 17:00
■場所　斑尾高原スキー場 特設ステージ〔レストランチロル〕
■主催　ふるさとのジャズ交流祭実行委員会
■問合先　実行委員会事務局　☎ 64-3505 〔斑尾エルムペンション〕

斑尾ジャズ 2014が開催されます
　　　　　　　　　　　　　　
●公売物件（土地・建物）
■所 在 地　飯山市大字豊田字砂田 2721-1 他
■土　　地　４筆　宅地・田 (現況宅地 )  1228.84㎡
■建　　物　昭和48年築 木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建て
　　　　　   331.04㎡ ( 現状有姿で引き渡し）
■最低予定価格　127万 2000円
■受付期間　7月 22日（火）～ 8月 18日（月）
■入 札 日　9月 2日（火）　午前 11時
■問 合 先　庶務課管財係

市有財産の公売について

　市では、太田地区
の旧柳沢保育園を公
売します。
　購入を希望される
方は、指定の申込書
を庶務課管財係まで
提出してください。

　庶務課 管財係 ☎ 62-3111 内線 334・335

旧柳沢保育園（南側から撮影）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
防
災
用
具
を
整
備
し
ま
し
た

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」
を
活
用
し
、
山
口
区
自
主

防
災
会
（
柳
原
地
区
）
が
防
災
用

具
を
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
整

備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
益
財
団
法
人

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

が
実
施
し
て
い
る
「
地
域

活
動
助
成
事
業
（
地
域
防

災
組
織
育
成
（
区
分
ア
）

事
業
）」
を
活
用
し
、
大
倉

崎
区
自
主
防
災
会
（
常
盤

地
区
）
が
防
災
用
具
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し

て
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

大倉崎区が整備した防災用具

　
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
２

山口区が整備した防災用具

2つの給付金についてお知らせします
臨時福祉給付金：企画財政課 企画調整係　☎ 62-3111 内線 381
子育て世帯臨時特例給付金：子ども課 子育て支援係　☎ 62-3111 内線 382

 ・飯山市では、7月 10日頃から支給対象者となる可能性がある方に
　「個人住民税・非課税のお知らせ」に申請書を同封して郵送します。
 ・申請の受付は、7月 10日から開始します。

臨時福祉給付金

1人につき1万円
年金や児童扶養手当等の受給者は1万5千円

対象者

住民税の非課税者
※課税者の扶養親族や生活保護受給者
　等は除く

子育て世帯
臨時特例給付金

対象者1月分の
児童手当の受給者

※児童手当の所得制限限度額以上の方や
　生活保護受給者等は除く

子ども1人につき1万円
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知
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1. 臨時福祉給付金の申請について

2. 子育て世帯臨時特例給付金の申請について
 ・７月下旬に、支給対象者（公務員を除く）へ申請書を郵送します。
　（公務員の方は勤務先から配布されます）
 ・申請の受付は、８月１日から開始します。
※公務員の方は、飯山市ホームページで申請期間等を確認のうえ申
　請してください。
3. 申請書の提出方法について
 ・申請書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添付し同封の返信用
　封筒で郵送するか、直接市役所の担当窓口へ提出してください。
※申請には本人確認書類と口座番号が確認できる通帳の写しなどの
　添付が必要となります。申請書に同封された案内をよく確認のう
　え、提出をお願いします。
※平成26年 1月 1日時点で住民票のある市町村が申請先となりま
　すので該当する市町村へご確認ください。
※受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。
◆「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の振り込め
　詐欺や個人情報の搾取にご注意ください。市や厚生労働省などが
　ATM操作や手数料の振込をお願いすることは、絶対にありません。

海上保安庁 第九管区海上保安本部    ☎ 025-285-0118　目前にせまった夏休み！
ご予定はお決まりですか。
森の家では今年の夏休みも
毎日イベントを開催します。
 子どもに限らず、大人も楽
しめます！
 青々とした森に囲まれながら最高の夏の思い出を作りま
せんか。

森の家　夏休みイベントのご紹介
なべくら高原・森の家    ☎ 69-2888

水辺で生き物探し 蟹沢調査隊

 7 月 19日（土）から 8月 24日（日）まで毎日開催
 ● 初めてでもOKお池でぷっかりカヌー
　　（日曜・水曜　9:30 ～ 11:30）
 ● 水辺の生き物探し　蟹沢調査隊
　　（火曜・金曜　13:00 ～ 15:00）
 ● 竹の水鉄砲つくり
　　（月曜・木曜・土曜 10:00 ～ 11:30）
※この他にもたくさんのイベントを開催しています。詳
細、お申し込みは「なべくら高原・森の家」へ！
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　このコーナーでは、平成 27年春の北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口の増加と地域経
済の活性化を図ることを目的に飯山市と観光交流都市協定を締結した都市の観光情報をご紹介してい
きます。各都市の魅力を感じていただき、新幹線開業を前に訪れてみてはいかがでしょうか。

じゃんとこい魚津まつり開催

「乗りもののまち こまつ」日帰りバスツアー

　飯山小学校 6年 2組は飯山のお菓子文化を学習してきま
した。その学習成果として児童たちが、ふるさとである飯
山をイメージして考案した「ふるさとの風景」という名の
お菓子の製作を手伝い、6月 19 日に販売しました。
　「ふるさとの風景」は、マドレーヌの大地に色をつけた
ホワイトチョコを千曲
川に見立て、「春」と「冬」
で異なるお菓子がトッ
ピングされている 2種
類の洋菓子です。
　児童たちの学習には
飯山菓子組合が全面協
力。今回の「ふるさとの風景」は、児童たちのプレゼンテー
ションからの選定。製作、販売までを福寿町のパティスリー
ヒラノ（平野信一社長）がバックアップしました。
　販売当日は、会場のパティスリーヒラノ駐車場に長蛇の
列ができ 200 個用意した菓子は、約 10分で完売しました。

6 月 18日、19日　パティスリーヒラノ

飯山をイメージして考案したお菓子
 飯山小学校 6年 2組の「ふるさとの風景」

カンボジアでの青少年育成活動が任務
青年海外協力隊員小林実季さん表敬訪問

　JICA ボランティア事業である青年海外協力隊員として
7月から平成 28 年 3月まで、カンボジアに派遣されるこ
とになった常盤地区出身の小林実季さんが、6月 25 日、
市長を表敬訪問しました。
　現在、中学校教員である小林さんの任務は、当地の子ど
もたちに教科外教育や情操教育を行い、感情や情緒を育む
ことであり、運動会を通じて生徒会活動の活性化を推進す
るなどの活動が予定されています。
　小林さんは、しばらくの間、雪を見ることができないこ
とに寂しさを感じていましたが「微力ながらも現地の人の
力になれればと思う。
そしてたくさんの人と
ふれあい、いろいろな
ことを経験し、今後の
教員生活に生かした
い。」と抱負を語って
くれました。 足立市長に抱負を語る小林実季さん

6月 25日　市役所
　6月 15 日に大町市で開催された「第 35回少年少女囲碁
全国大会の県代表選抜大会」の小学生の部Aクラスで優勝
し、全国大会の切符を手にした飯山小学校 4年の渡辺創太
君が 7月 2日、市長を表敬訪問しました。
　この日、渡辺君は日本棋院飯山支部の深堀忠夫さん、関
谷勝さんと松木飯山小学校長とともに市役所を訪れ、市長
に囲碁の楽しさや難しさなどを話しました。
　幼少の頃から指導している深堀さんは「3年生の秋頃か
ら成長が著しい。粘り
強く碁を続けてきた成
果が出始めている。」と
渡辺君の強さを市長に
紹介しました。
　渡辺君は７月末に東
京で行われる全国大会
で「早く打ってミスをしないように落ち着いてがんばりた
い。まずは 1勝を目標にしたい。」と抱負を語りました。

7 月 2日　市役所

少年少女囲碁県大会で優勝
  飯山小学校 4年 渡辺創太君表敬訪問

　飯山仏壇の伝統技術である彫金・蒔絵・彫刻・金箔など
の体験を行うことで伝統技術に親しんでもらおうと、飯山
仏壇協同組合が主催する「奥信濃特産まつり」が７月 6日、
愛宕町仏壇通り一帯で開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、鬼島太鼓の魂のこもった演奏で
幕を開けました。なぎなた、獅子舞、大天狗火の舞、お宝
蒔きや恒例の 100 メートルそうめん流しなど多くのイベン
トも行われ、仏壇の町にふさわしい伝統工芸の体験や行事
を、多くの皆さんが楽
しみました。
　彫金体験に挑戦して
いたご家族は須坂市か
ら来場されたとのこと
で「こういった体験は
なかなかできないこと。
楽しくてついのめり込んでしまった。」とお母さんが話し
てくれました。

7 月 6日　飯山地区愛宕町

飯山仏壇ふれあいフェスタ
第 30回奥信濃特産品まつりが行われました

  　

野　沢
温泉村

 栄
　  村

木 島
平 村

山麓との気温差ー 10℃
上ノ平高原グリーンシーズン営業開始!!

　冬季、スキーヤー・スノーボーダーでにぎわう上ノ平ゲ
レンデのエリアがヤナギランガーデンへと変わり、ガーデ
ン周辺ではウォーキング、マレットゴルフ、キャンプ、マ
ウンテンバイク（キッズスト
ライダーパーク）、展望台から
の眺望、お食事、バーベキュー
がお楽しみいただけます。
　また、今シーズンから８月の
毎週土曜日にナイトゴンドラ
ツアーを運行します。昼間の長
坂ゴンドラリフトとは違った、
夜の空中散歩をお楽しみくだ
さい。山麓との気温差－ 10℃。
標高 1400mに広がる上ノ平高
原にぜひお越しください。
■問合先　　野沢温泉スキー場　☎ 85-3166
　　　　　　http://www.nozawaski.com/

　６月１日、秋山
郷の山開きが小赤
沢の苗場山神社で
行われました。当
日は好天に恵まれ、
地元関係者をはじ
め、多くの方が参
加して、登山者の
安全と豊作を祈願

し神事が行われました。
　栄村秋山郷には、日本百名山の苗場山 ( なえばさん )
（2145m）、日本二百名山の鳥甲山 ( とりかぶとやま )
（2037m）、佐武流山 ( さたけりゅうやま )（2192m）と 3つ
の 2000mを超える山があります。
　苗場山ではこれから夏にかけ、ワタスゲやチングルマ、コ
イワカガミなどの高山植物がきれいに咲き誇ります。今年
の夏は秋山郷の山々に足を運んでみてはいかがでしょうか。

夏山シーズンのスタート
　～　秋山郷山開き　～

　８月４日～７日にかけて、U－ 12 サッカーフェスティバルが木島平ジュ
ニアサッカー場をメイン会場に開催されます。木島平村の姉妹都市である東
京都調布市をホームタウンとする FC東京をはじめ、Jリーグなどで活躍す
る各クラブのU-12（12 歳以下）、約 500 人が集まり熱戦を繰り広げます。
　皆さんもぜひ、未来のＪリーガーのプレーを観戦にお出かけください。
■問い合せ先　木島平村交流産業室　☎ 82-3111

J リーガーを目指すキッズが集合 !
「U-12 サッカーフェスティバル大林カップ in 木島平」開催 観

光
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新潟県 糸魚川市
第63回　能生ふるさと海上花火大会

　能生海水浴場の象徴となっている弁天岩を会場に、約
2000 発の花火が打ち上げられます。
　弁天岩から扇状に広がる
名物花火「爆雷」や「水中
爆雷」は息をのむ迫力で、
海上に浮かび上がる弁天岩
と曙橋のシルエットが風情
を感じさせてくれます。
　美しさと激しさを兼ね備
えたダイナミックな花火大会です。
■日　時　　8月 9日（土）19:45 ～ 21:00
■会　場　　能生海水浴場（北陸道能生ＩＣより車 5分）
■問合先　　能生商工会　☎ 025-566-2244

　大漁と海上の無事安全を祈る「たて
もん祭り」では、高さ 15 ｍの大柱に
90余りの提灯をつるした「たてもん」、
若者たちが威勢よく引き回します。そ
の豪快さ、勇壮さから、国の重要無形
民俗文化財に指定されています。
市街では、「せりこみ蝶六」の街流し
が、海上では花火が夜の海を鮮やかに
彩ります。
■日　時　8月 1日（金）～ 8月 3日（日）
■会　場　市内一円（諏訪神社、魚津港など）
■問合先　魚津まつり実行委員会（魚津商工会議所）　
　　　　　☎ 0765-22-1200

　石川県小松市の人気の乗りものスポットをめぐる夏
休み親子日帰りバスツアーです。
　日本最大級の飛行機型大型遊具がある「航空プラザ」、
バスの製造工程が見学できる「ジェイ・バス小松工場」、
宇宙や科学の魅力がつまった「サイエンスヒルズこま
つ」など、わくわくがいっぱい !!
■出発日時　８月１日（金）6:30 出発
■集合場所　飯山市役所駐車場

富山県 魚津市

石川県 小松市

■旅行代金　大　人 6700円
　 （税込） 　小学生 5900円　　　　　　　　　　
■対　象　小学生の親子
■応募締切　７月 22日（火）
■問合先　
　　　小松市観光交流課　☎ 0761-24-8076
　　　㈱ JTB中部金沢支店　☎ 076-264-7075

サイエンスヒルズこまつ内の「ワンダーランド」

じゃんとこい魚津まつり開催 観
光
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情
報
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観
光
交
流
都
市
情
報■問合先　　能生商工会　☎ 025-566-2244

渡辺創太君（左）と深堀忠夫さん（右） 恒例の100mそうめん流しを楽しむお客様

6/18 にお菓子の製作を手伝う児童たち


